
　京都府及び舞鶴市と浦項市は、２０１５年度上半期までに京都
舞鶴港と韓国浦項迎日湾港の定期航路の開設を目指しています。
　定期航路が開設されれば、北近畿地域と浦項迎日湾港の背後
地に位置する慶尚北道地域との「人・モノ・情報」などの移動
や交流が促進され、両地域の活性化への寄与が期待できます。
　成美大学では、定期航路就航後の両地域に及ぼす経済的影
響、また、乗船客の北近畿地域への誘客など、両地域の地域振興・観光振興に結び付けるとともに、
２０１２年８月１日の「日韓地域間交流推進のための宣言」に沿い、両地域間の友好及び親善を図るこ
とも目的に「日韓交流シンポジウム」を開催します。

響、また、乗船客の北近畿地域への誘客など、両地域の地域振興・観光振興に結び付けるとともに、

■場　所
■主　催
■後　援

■概　要

成美大学　４号館 ４階 ４０１教室
成美大学、成美大学短期大学部
国土交通省近畿運輸局、京都府、福知山市、舞鶴市、綾部市、宮津市、
京丹後市、伊根町、与謝野町、浦項市（韓国）、
京都新聞社、嶺南日報社（韓国）、一般社団法人 京都舞鶴港振興会、
一般社団法人 京都府北部地域･大学連携機構 　（順不同・敬称略）
❶ 開会挨拶　　 成美大学学長　戸祭達郎
❷ 基調講演　　　　　　　 浦項市長　　　朴　承浩 氏
　　　　　　　　　　　　　 京都府副知事　岡西康博 氏
❸ パネルディスカッション
　　　　  コーディネーター 成美大学准教授　　　　滋野浩毅
　　　  　パネリスト   　    韓東大学教授　　　　　具　滋文 氏
　　　　　　　　　　　　　 浦項迎日新港湾㈱社長　崔　東俊 氏
　　　　　　　　　　　　　 成美大学教授　　　　　李　正熙
　　　　　　　　　　　　　 成美大学教授　　　　　矢島正枝
❹ 閉会

成美大学事務局 総務課　　　　　　　　TEL:0773-24-7100　FAX:0773-24-7170
京都府福知山市字堀3370（西小谷ヶ丘）E-mail  regional@uv.seibi-gakuen.ac.jp
裏面の参加申込書で10月31日までにお申込みください。

韓
交流シンポジウム

京都舞鶴港と浦項迎日湾港の定期航路開設に向けて
交流シンポジウム交流シンポジウム
日

11月9日土 13:30～16:302013年

参加
無料

文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」選定取組
「地域資格制度による組織的な大学地域連携の構築と教育の現代化」
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お申込み先
お問合せ先

（申請中を含む）



〒620-0886 京都府福知山市字堀3370（西小谷ヶ丘）
TEL.0773-24-7100　FAX.0773-24-7170

http://uv.seibi-gakuen.ac.jp/
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成美大学

浦項市長  朴  承浩 氏
1957 年浦項市生まれ。

浦項市長（2006 年～現在）、

慶尚北道公務員教育院長、

行政自治部（総務省）副理事官、

大統領府民情秘書室行政官、

中国社会科学院法学博士、

延世大学行政大学院都市行政学修士

昭和 38 年生まれ。

昭和 61 年京都大学法学部卒。

同年運輸事務官。

中部国際空港㈱総務課長、外務省在

アメリカ合衆国日本国大使館参事官、

国土交通省海事局外航課長などを経て、

平成 22 年国土交通省大臣官房参事官。

平成 24 年 7月京都府副知事、現在に至る。

京都府副知事  岡西  康博 氏
パク おかにし やすひろスンホ

■定員

200 名　定員になり次第締め切らせていただきます。

■申込期間

10 月 31 日まで

■申込方法

氏名・連絡先（電話番号等）を明記の上、

TEL、FAX または E-mail にてお願いします。

資料の準備のため事前申込をお願いします

ご参加者名／ 所属／ 役職／

ご住所／ TEL ／ e-mail ／

ご参加者名／ 所属／ 役職／

ご住所／ TEL ／ e-mail ／

ご参加者名／ 所属／ 役職／

ご住所／ TEL ／ e-mail ／

参
加
申
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書

浦項迎日湾港 京都舞鶴港

国際フェリー航路
距離 550 ㎞


